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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期連結
累計期間

第48期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 8,636,475 9,123,854 22,889,937

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△304,850 138,237 486,824

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△193,510 △29,544 290,789

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△230,769 △81,491 271,442

純資産額（千円） 7,868,918 8,110,482 8,281,552

総資産額（千円） 14,314,367 14,512,559 18,773,397

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△17.28 △2.64 25.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 55.0 55.9 44.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,607,294 △1,193,362 1,069,403

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△42,789 △81,250 △76,579

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△124,433 △140,702 △265,672

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,400,237 3,486,592 4,901,907

　

回次
第48期

第２四半期連結
会計期間

第49期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△5.01 10.72

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第48期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

藤田エンジニアリング株式会社(E00277)

四半期報告書

 3/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定、または、締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、東日本大震災の発生により極めて深刻な打撃を受け、生産や輸

出が減少し企業収益や設備投資の動向も鈍化する等厳しい状況となりました。震災後、サプライチェーンの立て直

しや工場の操業再開等持ち直しの兆しが見られるものの、電力供給の制約や円高の進行など、先行きの不透明感が

払拭できないまま推移致しました。

当社グループの主力事業の属する国内建設市場におきましては、民間設備投資、公共設備投資ともに下げ止まり

つつあるものの、企業収益の低迷や景気の下振れ懸念等から企業の設備投資に対する慎重な姿勢が継続し、厳しい

市場環境が続きました。

このような状況のもと、当社グループは本年４月から３ヶ年の中期経営計画「Ｒａｓｈ－９０」をスタートさ

せ、全社を挙げて徹底的な意識改革を図り、新たな成長軌道の実現に向けて具体的な取組みを開始致しました。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結売上高は、前第２四半期連結累計期間より４億87百万円

増加し91億23百万円（前年同四半期比5.6％の増加）、営業利益は１億11百万円（前年同四半期は営業損失３億39

百万円）、経常利益は１億38百万円（前年同四半期は経常損失３億４百万円）、四半期純損失は29百万円（前年同

四半期は四半期純損失１億93百万円）となりました。なお、第１四半期において、過去に退任した役員に対する子会

社からの慰労金の支給による役員退職慰労金１億88百万円を計上しております。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　建設事業

当社グループの主力事業である当事業におきましては、環境施設関連で大型工事の受注が増加したものの、製

造工場関連の受注が低調であったため、受注高は42億76百万円（前年同四半期比5.0％の減少）となりました。部

門別では、産業設備工事が13億75百万円（前年同四半期比29.9％の減少）、ビル設備工事が15億７百万円（前年

同四半期比0.3％の減少）、環境設備工事が13億93百万円（前年同四半期比35.9％の増加）となりました。

売上高は、環境設備工事の売上は減少しましたが、産業設備工事の売上が堅調であったため、43億84百万円（前

年同四半期比11.4％の増加）となりました。部門別では、産業設備工事が18億75百万円（前年同四半期比33.8％

の増加）、ビル設備工事が14億４百万円（前年同四半期比7.4％の増加）、環境設備工事が11億５百万円（前年同

四半期比10.0％の減少）となりました。

なお、当事業は通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きいため、第４四半

期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があります。

②　機器販売及び情報システム事業

当事業におきましては、情報システム関連はネットワーク工事が減少したものの、機器販売は空調機、照明など

が増加したことにより、売上高は22億12百万円（前年同四半期比7.4％の増加）となりました。

③　機器のメンテナンス事業

当事業におきましては、太陽光発電機器設置の受注は前年並みに推移しましたが、設備機器メンテナンスは工

事関連の受注が堅調であり、売上高は23億71百万円（前年同四半期比3.6％の増加）となりました。

④　電子部品製造事業

当事業におきましては、製造工程省力化装置製作の受注が増加しましたが、デジタル家電向け光デバイスなど

の半導体関連部品の受注が減少したため、売上高は７億64百万円（前年同四半期比7.9％の減少）となりました。

EDINET提出書類

藤田エンジニアリング株式会社(E00277)

四半期報告書

 4/20



⑤　その他

その他の事業の公共水道施設維持管理事業におきましては、運転管理受託体制や緊急対応体制を整備し、きめ

細かな施設維持管理と顧客ニーズを捉えた提案活動を行った結果、売上高は１億20百万円（前年同四半期比

5.1％の増加）となりました。

（注）１．上記売上高はセグメント間取引消去前の金額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

14億15百万円減少し34億86百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動に使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ４億13百万円

減少し11億93百万円（前年同四半期比25.8％の減少）となりました。これは主に、仕入債務の減少額38億92百万円

（前年同四半期比106.1％の増加）、売上債権の減少額28億73百万円（前年同四半期比223.2％の増加）、たな卸資

産の増加額１億86百万円（前年同四半期比32.2％の減少）を調整したこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動に使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ38百万円増加

し81百万円（前年同四半期比89.9％の増加）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が45百万

円（前年同四半期比171.3％の増加）あったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動に使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ16百万円増加

し１億40百万円（前年同四半比13.1％の増加）となりました。これは主に、配当金を89百万円支払ったこと、長期借

入金の返済による支出が22百万円あったこと等によるものです。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

当社グループにおいては、当第２四半期連結累計期間における研究開発活動は特段行っておりませんので特記事

項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,700,000 11,700,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 11,700,000 11,700,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日　
－ 11,700,000 － 1,029,213 － 805,932
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日東興産株式会社 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 2,699 23.08

藤田　登 群馬県高崎市 1,482 12.67

藤田　実 群馬県高崎市 1,070 9.15

藤田エンジ取引先持株会 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 527 4.50

藤田社員持株会 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 488 4.18

株式会社群馬銀行 群馬県前橋市元総社町194番地 400 3.42

群馬土地株式会社 群馬県前橋市本町二丁目13番11号 240 2.05

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町二丁目12番６号 174 1.49

佐藤　兼義 静岡県湖西市 171 1.46

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地七丁目18番24号 150 1.28

計 － 7,403 63.28

　（注）上記のほか当社所有の自己株式502千株（4.30％）があります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      502,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   11,194,000 11,194 －

単元未満株式 普通株式        4,000 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 11,700,000 － －

総株主の議決権 － 11,194 －

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）　

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

藤田エンジニアリング㈱
群馬県高崎市飯

塚町1174番地５
502,000 － 502,000 4.29

計 － 502,000 － 502,000 4.29

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,206,907 3,791,592

受取手形 647,567 645,399

完成工事未収入金 4,363,085 1,749,143

売掛金 2,524,711 2,267,696

未成工事支出金 146,014 263,476

商品 109,552 105,826

仕掛品 337,319 400,097

材料貯蔵品 26,285 36,709

その他 350,258 286,104

貸倒引当金 △3,846 △1,168

流動資産合計 13,707,855 9,544,878

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 3,175,437 3,214,013

減価償却累計額 △1,926,282 △1,972,119

建物・構築物（純額） 1,249,154 1,241,894

土地 2,293,811 2,293,811

建設仮勘定 22,092 22,092

その他 636,701 633,921

減価償却累計額 △380,474 △412,916

その他（純額） 256,226 221,004

有形固定資産合計 3,821,285 3,778,802

無形固定資産

のれん 208,689 193,783

その他 138,834 133,503

無形固定資産合計 347,523 327,286

投資その他の資産

投資有価証券 528,851 448,265

その他 419,560 472,359

貸倒引当金 △51,678 △59,034

投資その他の資産合計 896,733 861,591

固定資産合計 5,065,542 4,967,680

資産合計 18,773,397 14,512,559
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 3,808,891 1,560,460

工事未払金 2,265,056 899,518

買掛金 1,359,941 1,081,092

短期借入金 804,996 804,996

未払法人税等 128,925 46,420

未成工事受入金 236,220 192,536

完成工事補償引当金 10,300 10,300

工事損失引当金 － 7,305

賞与引当金 167,587 137,987

役員賞与引当金 8,000 －

その他 515,718 485,304

流動負債合計 9,305,637 5,225,923

固定負債

長期借入金 176,412 153,914

退職給付引当金 759,746 797,136

役員退職慰労引当金 98,250 101,870

その他 151,799 123,232

固定負債合計 1,186,207 1,176,152

負債合計 10,491,845 6,402,076

純資産の部

株主資本

資本金 1,029,213 1,029,213

資本剰余金 805,932 805,932

利益剰余金 6,616,572 6,497,450

自己株式 △213,872 △213,872

株主資本合計 8,237,845 8,118,722

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,707 △8,239

その他の包括利益累計額合計 43,707 △8,239

純資産合計 8,281,552 8,110,482

負債純資産合計 18,773,397 14,512,559
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 8,636,475 9,123,854

売上原価 7,727,806 7,786,352

売上総利益 908,668 1,337,501

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 573,166 575,895

賞与引当金繰入額 40,454 40,695

退職給付引当金繰入額 16,127 16,808

役員退職慰労引当金繰入額 3,360 4,126

のれん償却額 14,906 14,906

その他 599,793 573,890

販売費及び一般管理費合計 1,247,807 1,226,323

営業利益又は営業損失（△） △339,139 111,178

営業外収益

受取利息 493 391

受取配当金 3,166 4,260

受取褒賞金 14,208 14,244

保険配当金 8,669 8,231

その他 14,621 17,692

営業外収益合計 41,159 44,819

営業外費用

支払利息 5,819 5,439

貸倒引当金繰入額 － 10,935

その他 1,051 1,386

営業外費用合計 6,870 17,760

経常利益又は経常損失（△） △304,850 138,237

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,730 －

特別利益合計 3,730 －

特別損失

固定資産除却損 46 －

投資有価証券評価損 10,087 －

役員退職慰労金 － 188,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,258 －

特別損失合計 16,392 188,000

税金等調整前四半期純損失（△） △317,512 △49,762

法人税、住民税及び事業税 61,973 42,872

法人税等調整額 △185,975 △63,090

法人税等合計 △124,001 △20,217

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △193,510 △29,544

四半期純損失（△） △193,510 △29,544
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △193,510 △29,544

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △37,258 △51,947

その他の包括利益合計 △37,258 △51,947

四半期包括利益 △230,769 △81,491

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △230,769 △81,491

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △317,512 △49,762

減価償却費 109,228 112,523

のれん償却額 14,906 14,906

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,217 4,676

工事損失引当金の増減額（△は減少） 100,244 7,305

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,783 △29,600

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,500 △8,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,489 37,390

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,465 3,620

受取利息及び受取配当金 △3,659 △4,652

支払利息 5,819 5,439

役員退職慰労金 － 188,000

固定資産除却損 46 －

投資有価証券評価損益（△は益） 10,087 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,258 －

売上債権の増減額（△は増加） 889,008 2,873,124

たな卸資産の増減額（△は増加） △275,573 △186,937

仕入債務の増減額（△は減少） △1,889,116 △3,892,817

未成工事受入金の増減額（△は減少） 38,869 △43,684

その他 1,313 86,151

小計 △1,377,534 △882,317

利息及び配当金の受取額 3,860 4,726

利息の支払額 △5,749 △5,340

役員退職慰労金の支払額 － △188,000

法人税等の支払額 △227,871 △122,430

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,607,294 △1,193,362

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △16,678 △45,252

有形固定資産の売却による収入 112 －

投資有価証券の取得による支出 △5,717 △5,582

関係会社貸付けによる支出 △15,000 △10,000

その他 △5,506 △20,415

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,789 △81,250

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 150,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 △150,000

長期借入金の返済による支出 △22,498 △22,498

配当金の支払額 △78,200 △89,951

その他 △23,734 △28,252

財務活動によるキャッシュ・フロー △124,433 △140,702

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,774,517 △1,415,314

現金及び現金同等物の期首残高 4,174,755 4,901,907

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,400,237

※
 3,486,592
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

１　保証債務

連結会社以外の関係会社の金融機関からの借入に

対し、債務保証を行っております。

１　保証債務

連結会社以外の関係会社の金融機関等からの借入に

対し、債務保証を行っております。

㈱東洋電設 28,115千円

　　計 28,115千円

㈱東洋電設 25,409千円

　　計 25,409千円

２　当座貸越契約

当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効

率的調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を

締結しております。これらの契約に基づく当連結会

計年度末の借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

２　当座貸越契約

当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効

率的調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を

締結しております。これらの契約に基づく当第２四

半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおり

であります。

当座貸越極度額 1,970,000千円

借入実行残高 750,000千円

差引額 1,220,000千円

当座貸越極度額 1,970,000千円

借入実行残高 750,000千円

差引額 1,220,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当社グループの建設事業においては、通常の営業形態と

して、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が

大きいため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四

半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があり

ます。

同左

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

現金預金勘定 2,705,237千円　

預入期間が３か月を超える定期預

金
△305,000千円

現金及び現金同等物 2,400,237千円　

 

現金預金勘定 3,791,592千円　

預入期間が３か月を超える定期預

金
△305,000千円

現金及び現金同等物 3,486,592千円　
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 78,380 ７  平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月11日

取締役会
普通株式 89,577 ８  平成22年９月30日 平成22年12月７日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 89,577 ８　  平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年11月14日

取締役会
普通株式 89,577 ８　  平成23年９月30日 平成23年12月６日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
建設事業

機器販売
及び情報
システム
事業

機器のメン
テナンス事
業

電子部品製
造事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 3,925,3501,684,4182,094,346829,5608,533,676102,7998,636,475
セグメント間の内部売上高
又は振替高

11,390376,312195,215 160 583,07812,117595,195

計 3,936,7402,060,7302,289,562829,7209,116,754114,9169,231,670

セグメント利益又は損失(△) △482,753△49,603132,34321,665△378,3472,898△375,448

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水道施設管理受託業務を含んでおりま

す。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △378,347

「その他」の区分の利益 2,898

セグメント間取引消去 79,704

セグメント間取引消去に伴う営業外費用の組替 △29,942

のれんの償却額 △14,906

その他の調整額 1,454

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △339,139

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
建設事業

機器販売
及び情報
システム
事業

機器のメン
テナンス事
業

電子部品製
造事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,309,0811,791,0112,159,164754,9169,014,174109,6799,123,854
セグメント間の内部売上高
又は振替高

75,620421,779212,2999,662719,36111,140730,501

計 4,384,7012,212,7902,371,464764,5789,733,535120,8199,854,355

セグメント利益又は損失(△) △203,62827,197192,38753,55069,5075,05574,562

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水道施設管理受託業務を含んでおりま

す。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 69,507

「その他」の区分の利益 5,055

セグメント間取引消去 82,100

セグメント間取引消去に伴う営業外費用の組替 △27,884

のれんの償却額 △14,906

その他の調整額 △2,694

四半期連結損益計算書の営業利益 111,178

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △17円28銭 △2円64銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（△）（千円） △193,510 △29,544

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △193,510 △29,544

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,197 11,197

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成23年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

（イ）配当金の総額……………………89,577千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月６日

　（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書  

　 　 平成23年11月10日

藤田エンジニアリング株式会社 　 　

取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人　トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鎌田　竜彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉田　昌則　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤田エンジニアリン

グ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤田エンジニアリング株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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